第２学年１・２組　保健体育科　学習指導案

平成　　年　　月　　日（水曜日）第　校時

指導者　教育実習生　

指導教官　教 諭　

１．単元名　器械運動〔マット運動・跳び箱運動〕

２．単元設定の理由

器械運動は、マット運動、鉄棒運動、平均台運動、跳び箱運動で構成され、器械の特性に応じて多くの「技」がある。これらの技に挑戦し、その技ができる楽しさや喜びを味わうことのできる運動である。器械運動は、柔軟性、筋力、瞬発力を必要とし、「できる」「できない」がはっきりしてしまう運動である。よって一人ひとりが、自らのレベルに合わせ技に挑戦していくことが必要である。よって一人ひとりが、自らのレベルに合わせ技に挑戦していくことが必要である。その中で、自らの体と向き合えることができ、調整力を養うのに良い単元である。
マット運動や跳び箱運動は安全面に注意しなければ、大きな怪我に結びつく。マットや跳び箱、ロイター板等の道具を要するので、安全に留意し、場の設定をする心や全体で協力することを通して協調性を育てることができる題材である。
３．生徒の実態（２年１・２組　女子２９名）

生徒観

１・２組は、明るい生徒が多く、積極的に授業に参加し、リーダーを中心に声をかけることがしっかり行われている。授業においては、苦手な生徒と得意な生徒との差が大きく、マット運動では、後転ができない生徒もいれば、前方倒立回転とびに挑戦している生徒もいる。苦手な生徒の意欲を失わない為にも、指導方法を工夫し、互いに助け合い、協力し合えるような授業を展開する。一人ひとりのレベルに合わせた技能の向上と共に、良い雰囲気づくりをしていきたい。

	生徒の実態を把握するため以下のアンケートを実地し、回答を集計した。（回答２年生１・２・３組女子）

○体育についてのアンケート結果

Q１、あなたの得意とする教科は何ですか？

　　　国語：１４人　数学：４人　理科：１人　社会：４人　英語：４人　音楽：１３人　

体育：１０人　美術：５人　技術・家庭科：１０人　なし：３人

Q２、あなたの苦手とする教科は何ですか？

　　　国語：６人　数学：１８人　理科：２４人　社会：２１人　英語：２０人　音楽：３人　

体育：７人　美術：７人　技術・家庭科：３人　なし：０人
Q３、あなたの好きな教科は何ですか？

　　　国語：１０人　数学：５人　理科：０人　社会：８人　英語：７人　音楽：１５人

体育：１９人　美術：１５人　技術・家庭科：１８人　なし：２人

Q４、あなたは体育の授業が始まる前どのような気持ちですか？

　　　楽しみ：１９人　なんとも思わない：９人　面倒くさい：４人　憂鬱：３人

その他〔やるものによって違う。〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔複数回答有り〕

Q5、あなたは体育が好きですか？またその理由を述べてください。

　　　はい：１９人　ふつう：１１人　いいえ：５人

　　　好きな理由〔体を動かすことがすきだから（多数）・おもしろいから・みんなと楽しく運動できるから・等。〕

　　　ふつうな理由〔苦手なスポーツだと、できなくてつまらない（多数）〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　嫌いな理由〔運動が嫌いだから・全然できないから・等。〕

○器械運動についてのアンケート結果

Q６、器械運動は好きですか？またその理由を述べてください。

　　　はい：１１人　ふつう：１７人　いいえ：８人

　　　好きな理由〔跳ぶのがおもしろいから・一番体育の中で楽しめるから・できる種目だから・等。〕

　　　ふつうな理由〔少し体が硬いから・できると楽しいけど、できないとつまらない、好きだけど、怖いから・等。〕

　　　嫌いな理由〔できないから（多数）・難しい・等　〕

Q７、器械運動の種目の中で何がやりたいですか？いくつでも可。

　　　マット運動：１７人　跳び箱運動：１２人　鉄棒：９人　平均台：１１人

Q８、あなたはマット運動、跳び箱運動にどんなイメージがありますか？

　　マット運動

　　〔できる前は怖いけどできると楽しい、うれしい（多数）・楽しいけど、難しい・怖い・成功すると気持ち良い・難しくてできない・等。〕
　　跳び箱運動

　　〔跳ぶ前が怖いけど、跳べると楽しい（多数）・できると楽しい（多数）・やりがいがある・転びそうで怖い・難しい・等〕


体育についてのアンケートのQ１の得意とする教科では、国語、音楽に続き、３番であった。Q3の好きな教科については、１番であった。Q４の体育の授業前の気持ちにおいてもほとんどの生徒が「楽しみ」と回答した。多くの生徒が体育に興味を示している。しかし、少数ではあるが体育の授業前は憂鬱であったり、面倒くさいと思う生徒もおり、体を動かすのが嫌いであったり、苦手意識がある。

器械運動についてのアンケートのQ８のマット運動、跳び箱運動についてのイメージでは、器械運動が好きではない生徒にとって、怖い・痛い・難しい・できない、といった気持ちを抱いている。しかし、怖いけど、できたら楽しい・跳べたら怖くない等、恐怖心はあるものの意欲的に考えている生徒も多かった。また、器械運動が好きな生徒にとっては、できると楽しい、できるとうれしい、できると達成感がある等の回答が多かった。器械運動が好きではない生徒は、怖い、失敗したら痛い等の恐怖心から、できなくなり、やりたくない・難しい等の苦手意識を器械運動は持たれることがわかった。器械運動か好きではない生徒には、恐怖心をなくさせるように、段階を踏んでの練習をさせ、段階ごとに達成感を持たせるようにしたい。

Q７で器械運動の中でも、やりたい種目をあげさせたところ、マット運動・跳び箱運動が多かったことから、マット運動と跳び箱運動を融合させた授業を提案した。

４．指導目標

〔１〕指導観

　　自己のレベルに合わせた技を選択し、その技の上達を目指す。
　　　マット運動と跳び箱運動において、できる技やできそうな技にチャレンジし、発表会に向けて、発表する演技種目の選択をすると共に、その技の練習をしていく。その上で、苦手な生徒に対しては、補助をしたり、ロイター板を使用し、回転に勢いをつけて回転しやすくさせたり、跳び箱の上にマットを敷く等で恐怖心を減らすなどの場の工夫をする。恐怖心を減らし、生涯にわたって器械運動を楽しんでもらいたい。また、自分のレベルに合った技を選択させ、演技することによって、自分の体を知り、また相手に披露する為の工夫をする力を養わせたい。

　　みんなが認め合い、楽しく練習する。

　　　一人ひとりの技能の差が異なることから、相手の演技を認め合う心を養い、生涯にわたり相手を尊重する気持ちを育てていくことが大切である。認めてもらうことで、生徒はやる気がでるので、生徒間で準備運動中や技の練習時には励ます、褒める等の声が出るよう教師自ら声を出し、生徒に心掛けさせる。

　　　演技種目の途中経過として、皆に披露し、見てもらい、励ましあいや、褒める場をつくり、互いに認め合える場をつくる。

〔２〕指導目標

　（１）関心・意欲・態度

　　　・積極的に技の練習をし、器械運動を楽しむことができる。

　　　・仲間と協力して準備や片付けを行い、互いに補助をし合ったり、声を掛け合って練習をすることができる。

　（２）思考・判断

　　　・技の出来ばえを互いに評価することができる。

　　　・自分に適した技を選択し、練習することができる。

　（３）技能

　　　・自ら選択した技がきれいにできる。

　　　・自ら選択した技を組み合わせ、連続的にできる。

　（４）知識・理解

　　　・安全に授業をすることができる。

〔３〕評価規準

	
	関心・意欲・態度
	思考・判断
	技能
	知識・理解

	A
	・自分なりの目標を持ち、すすんで練習に取り組み、互いに教えあったりして、楽しさや喜びを仲間と味わおうとしている。

・用具や練習場の安全を確かめ、周囲の健康に気を配りながら運動を行うことができる。
	・色々な技に挑戦し、自己評価し、課題や目標を見つけることができる。
	・いまできる技や連続技が安定して、きれいにできる。
	・器械運動の楽しみ方や技の特徴を知り、技の上達の仕方を知る。

	B


	・自分なりの目標を持ち、すすんで練習に取り組み、楽しさや喜びを仲間と味わおうとしている。

・用具や練習場の安全を確かめ、運動を行うことができる。
	・色々な技に挑戦し、自己評価ができる。
	・いまできる技や連続技が安定してできる。


	・器械運動の楽しみ方や技の特徴を知る。

	C
	・すすんで練習ができず、みんなと楽しむことができない。

・安全に留意して練習を行おうとしない。
	・練習方法を工夫することができず、自ら行動できない。
	・選択した技ができなかったり、連続技がとぎれたりする。
	・技の選択や組み合わせができず、技の反省もできない。


５．指導計画（８時間目扱い）

　（１）単元指導計画（本時６／８）

	
	時間
	学習内容
	学習のねらいと指導上の留意点
	学習形態

場所

	導入
	１
	○オリエンテーション

・学習のねらいと流れを理解

・安全と体についての理解

・器械運動の特性の理解

・器具の留意点

・グループ分け

○体を慣らす

・体つくり運動

・できる技の練習（マット）
	・学習目標や学習の進め方について理解させる。

・お互いの補助や声を掛け合うなどの活動ができるようにする。

・習熟度別に分け、個々のレベルに応じた技の選択と練習を行う。
	体育館

学習カード

	展開
	２
	マット運動

各自の運動体験を考慮し、挑戦できる技に挑戦する。
	ねらい①：技をきれいに見せる練習をし、課題を見つける。

・今できる技は、よりきれいに見せられるように練習させる。

・新しい技は安全に留意し、皆で声を掛け合い教え合う。
	体育館

学習カード

映像

資料

	
	３
	
	
	

	
	４


	跳び箱

○開脚跳びの習得

・踏み切りの使い方の練習

・低い跳び箱で手の位置を理解し、実際に手で体を前に押す練習。

・個々に開脚跳びの練習。

○かかえこみ跳びの習得

・跳び箱を横にし、助走→踏み切り→手をつき跳び箱の上に乗る→着地

・実際にかかえこみ跳びをする。

○台上前転の習得

・低い跳び箱で前転の練習

・手を跳び箱につきながら踏み切り板を使い、腰を高く上げる練習。

・実際に台上前転をする。

○グループごとに各自の運動体験を考慮し、技能レベルにあった技を練習、挑戦する。
	ねらい②：跳び箱に慣れ、技に挑戦する。

・跳び箱に慣れる。

・勢い良く踏み切る。

・跳び箱での手の位置の確認(回転系と切り返し系の違い)。

・安全に注意させる。

・色々な高さの跳び箱を用意し、挑戦していく。（学習カードを使用させ、やる気と運動量を確保させる。）

・台上前転は安全のため、跳び箱の横にサポートをおく。

・手のつく位置と前転の方法を理解させる。

・できる技の練習と新しい技の挑戦。

・学習カードを使用させる。
	体育館

学習カード

映像

資料

	
	５
	
	
	

	
	６

本時
	発表会の練習
・マットと跳び箱を組み合わせて、連続技を完成させる。
	ねらい③：演技種目を選択し、連続技ができるようにしよう。

・自らのレベルにあった技を選び、
選び、できるようになった技を組み合わせる。
	グループ学習

体育館

学習カード

発表会カード

映像

	
	７
	
	
	

	整理
	８
	発表会
	ねらい④：きれいに連続技が見せられるようにしよう。

・練習の成果を披露する。
	体育館

学習カード

発表会カード


６．本時の指導計画（本時６／８）

　〔１〕本時の題材名：マット運動・跳び箱運動の練習

　〔２〕本時の目標

　　演技種目を選択し、連続技ができるようにしよう。
　　（１）関心・意欲・態度　

　　　　　積極的に技の練習をし、励ましあいながら取り組むことができる。

　　（２）思考・判断

　　　　　連続技ができるよう工夫して技を選択できる。

　　（３）技能

　　　　　選択した演技種目を連続技できれいにできる。

　　（４）知識・理解

　　　　　安全に注意しながら授業をすることができる。

　〔３〕本時の指導にあたって

　本時の評価のポイント

	
	評価項目
	
	基準
	C努力を要する生徒への指導の手立て
	評価方法

	関心

・

意欲

・

態度
	進んで行動し、皆で声を掛け合いながら練習しようとする。
	A
	声を掛け合いながら互いを認め合い、積極的に練習することができる。
	・声が積極的に出せるように、注意を促す。

・簡単な段階の練習をさせ、活動しやすくする。
	行動観察

発言

学習カード

	
	
	B
	仲間と協力して練習することができる。
	
	

	
	
	C
	声を掛け合うことや活動が消極的である。
	
	

	技能


	選択した演技項目が連続技としてできるか。
	A
	色々な技を組み合わせて、円滑な演技をすることができる。
	改善点を指導し、簡単なものから段階を踏んで練習させる。

	行動
観察
学習カード

	
	
	B
	自らのレベルに合わせ技を選び連続技ができる。
	
	

	
	
	C
	連続技が不十分である。
	
	


ポイントを達成する為に、苦手な生徒には、場と指導の工夫が必要である。跳び箱運動では跳び箱の上にマットを敷き、さらに着地時にセーフティーマットを敷くなどの工夫をして、恐怖心を減らす。

マット運動では、マットの下にロイター板を置いて、坂を作り、回転時には回りやすくする。少しずつ段階を踏んで、達成できる項目を増やせるようにする。

〔４〕本時の指導過程　　　　　　　　　　　○指示

	
	学習内容と活動
	教師の活動と留意点
	評価
	備考

	導入

15分
	○用具の準備

　　グループごとに安全に気を付けながら準備を行う。体育リーダーは設置位置の指示。

○準備運動（クラスごと）

　　（５週ランニング、体操、馬とび、小人さん走り）

　・体育リーダーを中心に、全員で声をだしながら行う。

○整列・挨拶

・クラスごとに整列

・リーダーの指示で整列、挨拶を行う。
	○協力して安全に用具の準備を行うよう指示する。

○安全の確認
○大きな声をだして準備運動をするよう指示する。


	・声を出し合いながら、運動できているか。〔関心・意欲・態度〕
	体育館

マット

跳び箱

ロイター板

黒板

	展開

25分
	○本時の説明

・顔を上げ、集中して話を聞く。

○連続技選択の説明。

・発表カードの説明

○マット運動の練習（１組）

　跳び箱運動の練習（２組）

・種目をクラスで交換する。

○マット運動の練習（２組）

　跳び箱運動の練習（１組）

○各マット一人ずつ一連の動作をやる。

・発表会に向け披露する。

（マットの連続技から、最後に跳び箱を跳ぶ。）


	○本時の流れについて、前回を振り返りながら説明する。

○映像を見せながら、発表会に向け連続技のイメージを湧かせる。

本時のねらい

　演技種目を選択し、連続技ができるようにしよう。

○グループごとに行う。

○巡回しながら、技が定着しているか確認する。苦手とする生徒を集め、個別に指導を行う。

○披露してない生徒は、自分のいるマットの応援をする。

・褒めたり、励ましたり、場を盛り上げる。


	・積極的に練習をしているか。〔関心・意欲。態度〕

・連続技ができているか。〔技術〕

・グループでお互いを認め合たり、励まし合っている。〔関心、意欲、態度〕
	映像

黒板

	ま
と

め

１０

分
	○靴を履く。

○片付け

○集合

○整理運動

○今日の反省、まとめ

連続技名の記入とノートに今日の反省を書く。

○整列・挨拶
	○靴を履かせる。

○安全に留意させる。

・健康チェックをする。

○使った部位を良くストレッチさせる。

○発表会で披露する技が決まったか確認する。
	
	体育ノート

発表会カード


	ねらい：演技種目を選択し、連続技ができるようにしよう。

今日の流れ

映像で連続技のイメージづくり。

マット運動の練習（１組）

跳び箱の練習　（２組）

交替する。

マット運動の練習（２組）

跳び箱の練習　（１組）

各マット、一人ずつ一連の動作をやる。


７．板書計画

８．場の設定

	
	
	
	マッ

ト
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